
XBRLソリューション フィナンシャル･DBアダプター

Speed × Global = FutureStage XBRLソリューションSpeed × Global = FutureStage XBRLソリューション
FutureStage XBRLソリューションはグローバルに流通された財務データの迅速な利用を可能にします。
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FutureStage XBRLソリューション 
フィナンシャル･DBアダプター

マッピング定義ファイル

財務データ

自由に財務情報を取得

　FutureStage XBRLソリューション フィナンシャル･DBアダプターはTDnet・EDINETから配信されるXBRL形式の決算短信及

び財務諸表を自動的にデータベースに蓄積し、自由に情報を抽出することが可能なソフトウェアです。

大量に蓄積された企業の決算情報の中から必要な情報を瞬時に取り出し、業種別や売上高などあらゆる角度からの分析が

可能となります。

■開示された財務情報をリアルタイムで蓄積
　東証TDnet・金融庁EDINETで開示されたXBRL形式財務情報はリアルタイムでデータベースへ登録されます。

データベースに蓄積されたXBRLデータは瞬時に分類、検索、集計、統計分析することが可能です。

■様々な条件で財務情報の抽出が可能
　企業名、決算日、会計基準など様々な条件で必要な財務情報を抽出することができます。

また財務情報は時系列に蓄積されていきますので、例えば条件で指定された時点において、業績修正・配当修正が反映

された最新状態の財務情報を抽出するような使い方も可能です。

■TDnet・EDINETが配信するXBRLに完全対応
　東証TDnetが配信する決算短信XBRLデータ、および金融庁EDINETが配信する有価証券報告書XBRLデータの蓄積・

抽出が可能です。
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機能 概要

データ登録機能 TDnetおよびEDINETから配信されるXBRLファイルの受信を監視し、自動的にXBRLファイルをデータベースに登録します。

 ※１　TDnetからのXBRLファイルの受信を行うには、別途東京証券取引所との契約が必要です。

 ※２　EDINETからのXBRLファイルの受信を行うには、「EDINET自動受信オプション」の購入が必要です。

データ検索機能 .Net Frameworkをベースとしたアプリケーションインタフェースを介して、データベースに格納されたXBRLインスタンス

 データの検索を行います。

 検索する項目はマッピング定義ファイル上に任意に定義可能です。また検索条件として「登録日時」、「企業コード」、

 「決算日」、「実績・予想」、「第1四半期、中間、第3四半期、通期」、「連結・単独」、「会計基準」が指定可能です。

EDINET自動受信オプション EDINETのWebサイト上のXBRLデータを自動的に取得し、ファイル監視サーバ上にファイルを保存します。

アプリケーションサーバ　ソフトウェア要件

・対応OS  Windows Server 2012 Standard Edition, Windows Server 2012 Datacenter,
 Windows Server 2016 Standard Edition, Windows Server 2016 Datacenter
 Windows Server 2019 Standard Edition, Windows Server 2019 Datacenter のいずれか

・前提ソフト Microsoft .NET Framework 4.5.2以降

 Oracle Client 19c(32bit) 19.3

・対応OS  Windows Server 2012 Standard Edition, Windows Server 2012 Datacenter,
 Windows Server 2016 Standard Edition, Windows Server 2016 Datacenter
 Windows Server 2019 Standard Edition, Windows Server 2019 Datacenter のいずれか

・前提ソフト Microsoft .NET Framework 4.5.2以降

 Oracle Database 19c(64bit) 19.9

機能

データベースサーバ　ソフトウェア要件

クライアント　ソフトウェア要件

・対応OS  Windows 10
 Windows Server 2012, Windows Server 2016, Windows Server 2019 のいずれか

・前提ソフト Microsoft .NET Framework 4.5.2以降

 Oracle Client 19c(32bit) 19.3


